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明らかにされている口さらに近年、統合失調症において大規模な methylo-wid asocitn 
study (MWAS) が行われ、統計学上有意な DNA メチル化変化領域が報告された。本研究では、こ
れらのうち top5 つの候補領域について双極性障害で、大規模な DNA メチル化解析を行い、統合失
調症と双極性障害でエヒ。ジェネティックな要因が共有されているかどうかの検討を行う。
方法: 年齢をマッチさせた双極性障害患者ならびに健常者(各 50 名)の末梢血由来 DNA を用いて、
統合失調症の MWAS でメチル化差異が同定された 5 つの候補領域 (FAM63B ，ARHGP26 ， CTAGE1P ， 
TBC1D2A ，染色体 16 番 intergc 領域)に関して pyrosequncig 法によりメチル化率の定量
を行い、双極性障害患者と健常者の比較を行った。





考察 FAM63B は神経分化やドパミン神経系遺伝子発現に関与しうる miRNA によって制御されるネッ
トワークの一部に含まれており、統合失調症と双極性障害において、 FAM63B におけるメチル化
変化は共通のエヒ。ジェネティック要因である可能性が考えられる。本研究では男性のみで有意
差が認められたことから、統合失調症に関しでも同様に各性別での比較を行う必要がある。
結論: 統合失調症と双極性障害は遺伝的要因のみならず、エヒ。ジェネティック要因も共有している
可能性があり、 FAM63B におけるメチル化変化は両疾患に共通のバイオマーカーとなりうること
が示唆された。今後、残り 4 領域についても同様に解析を進めていく。
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